
      
 

           

」 

           

町
民
の
皆
さ 

    

 

２
０
２
５
年
４
月
の
町
議
選
で
５
期
目
の
当
選
を

果
た
し
た
。 

無
投
票
で
。 

こ
れ
で
、
よ
っ
ぽ
ど
の

事
が
な
い
限
り
、
４
年
間
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
で

飯
を
食
わ
せ
て
貰
う
。 

年
間
約
４
４
０
万
円
。 

 

４
年
間
で
約
１
，
７
６
０
万
円
。 

あ
な
た
は
、
議

員
と
し
て
「
町
の
た
め
に
、
町
民
の
た
め
に
、
何
を
し

て
く
れ
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

主
に
２
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
答
え
た
い
。 

 

私
の
議
員
と
し
て
の
役
目
だ
。 

  

私
自
身
、
今
の
政
治
に
対
す
る
、
あ
な
た
の
不
満
や

要
望
が
あ
る
の
は
理
解
し
て
い
る
。 

今
の
政
治
家
は
、

国
も
地
方
も
、
与
野
党
関
係
な
く
、
財
源
を
無
視
し
た

「
あ
れ
も
・
こ
れ
も
」
の
世
界
観
で
あ
る
。 

そ
れ
ら

が
本
当
に
「
行
政
し
か
や
れ
な
い
・
行
政
が
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
仕
事
か
ど
う
か
、
と
言
う
視
点
が
欠

け
て
い
る
と
私
は
感
じ
る
。 

あ
な
た
が
、「
カ
ネ
を

配
れ
」
と
か
、「
○
○
を
無
料
に
し
ろ
」、
と
い
う
政
治

を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
税
金
が
必
要
に
な
る
。 

      

つ
ま
り
、
あ
な
た
の
税
負
担
は
、
今
ま
で
以
上
に
大

き
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

今
、行
政
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
、そ
の
分
、

町
民
の
税
負
担
も
増
え
て
い
く
構
造
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
構
造
を
、
ぶ
ち
壊
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

私
は
考
え
る
。 

今
の
税
負
担
ば
か
り
求
め
る
政
治
を

「
作
っ
た
・
選
ん
だ
」
の
は
、【
あ
な
た
】
だ
。 

 

そ
れ
を
変
え
る
の
も
、【
あ
な
た
】
だ
。 

   

私
は
、
日
本
社
会
に
安
楽
死
・
尊
厳
死
を
合
法
化
す

る
こ
と
が
必
要
、
と
考
え
て
い
る
。 

法
律
を
作
る
こ

と
は
、
国
会
議
員
の
仕
事
、
な
ん
だ
が
、
そ
の
国
会
議

員
が
こ
の
事
案
に
取
り
組
も
う
と
し
な
い
現
状
、
私
が

地
方
議
員
と
し
て
国
に
対
し
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。 

私
は
、
今
ま
で
、
施
設
に
入
れ
ら
れ
、
死
を
待
つ
の

み
の
状
態
で
生
か
さ
れ
続
け
る
親
戚
や
知
人
を
見
て

き
た
。 

認
知
症
に
な
り
、
私
の
存
在
、
私
の
顔
や
名

前
も
分
か
ら
な
い
、
そ
の
様
な
状
況
で
施
設
で
生
活
を 

   

  

送
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
本
人
が
正
常
な
状
態
の
時
に

望
ん
で
い
た
こ
と
な
の
か
、
と
い
う
疑
念
が
あ
る
。 

 
 

日
本
社
会
に
は
、
現
在
、
生
き
る
こ
と
・
生
か
さ
れ

る
こ
と
の
み
、
死
を
選
ぶ
選
択
肢
が
な
い
。 

 

も
し
、
自
分
が
元
気
な
う
ち
に
、
自
分
が
自
分
で
な

く
な
っ
た
時
、
死
を
選
ぶ
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
な

ら
ば
、将
来
の
経
済
的
不
安
・
老
後
資
金
を
気
に
せ
ず
、

現
在
を
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？ 

死
生
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。 

 

私
は
、
あ
な
た
に
問
い
た
い
。 

何
が
何
で
も
、
生
き
ろ
・
生
き
続
け
ろ
、
と
い
う
社

会
を
生
き
苦
し
い
、
変
え
た
い
と
思
わ
な
い
で
す
か
？ 

       

 

右
表
は
、
粕
屋
町
議
会
で
の
私
の
賛
否
だ
。 

 

粕
屋
町
政
刷
新 

２
０
２
５
年
１
１
月 

発
行 

第
１
８
号 

  

粕
屋
町
議
会
議
員 

福

永

善

之

ふ
く
な
が
よ
し
ゆ
き 

与
党
で
も
、
野
党
で
も
な
い
、
完
全
無
所
属 

５
２
歳 

 

Ｔ
Ｅ
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080-5284-9037 

 

政治家は、言う。 良いことばかりを。  

あの箱物を作ったのは、○○をタダにしたのは、補助金を勝ち取ったのは、

私だ、と。 自分が如何に政治家として優秀で、国・地方のために仕事を 

しているかを。 一部の既得権益者の耳に聞こえのエエことばかり。 

しかし、上手い話には、裏がある。 

表向きには、良いことばかり伝え、裏には、カラクリがあるのだよ。 

後から、負担増、増税と言う。 

そんな政治家を選び続けた30年のツケが、今の日本社会だ。 

物価上昇に賃金が追い付かず、税負担が増え続ける社会だ。 日本は、貧乏になった。 

年度 2024年（＊） 

議案【本】 77 

賛成【本】 67 

反対【本】 10 

棄権【本】 0 

賛成率 ➡ 87.01% 

（＊）2024年度途中経過  

2025.01.01 ～ 2025.09.30 
 

１ 

受
益
者
負
担
の
徹
底 

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
が
負
担
す
る 

 

 

２ 

死
を
選
ぶ
権
利
が
あ
る
社
会 

生
き
る
権
利
だ
け
で
な
く
別
の
選
択
肢
を 



 
 

        

物
価
高
対
策
と
い
う
最
も
な
理
由
を
つ
け
て
、
一
部

の
住
民
・
業
者
に
税
金
が
投
下
さ
れ
た
。 

 

①
６
５
歳
以
上
へ
、
一
人
当
た
り
５
千
円
の
商
品
券 

②
７
０
０
世
帯
へ
、
家
電
製
品
の
買
い
替
え
補
助
金 

③
福
祉
施
設
へ
補
助
金 

 

物
価
高
で
苦
し
ん
で
い
る
の
は
、
一
部
の
層
だ
け
だ

ろ
う
か
？ 

税
金
を
集
め
て
、
そ
れ
を
特
定
の
層
に
配

る
、
と
い
う
政
策
を
何
時
ま
で
続
け
る
の
か
？ 

今
の

政
治
に
文
句
は
あ
っ
て
も
、
決
め
ら
れ
た
税
金
を
納
め

る
ば
か
り
で
、
行
政
か
ら
何
の
恩
恵
を
受
け
な
い
納
税

者
は
、
こ
れ
ら
の
税
金
の
使
い
方
を
ど
う
感
じ
て
い
る

だ
ろ
う
か
？ 

政
治
家
の
仕
事
が
バ
ラ
マ
キ
ば
か
り

で
、
納
税
者
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
な
い
。 

こ
ん
な
政
策

ば
か
り
で
は
、
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
国
力

が
弱
ま
る
の
で
は
な
い
か
？ 

行
政
は
常
日
頃
か
ら

カ
ネ
が
な
い
、
と
言
い
な
が
ら
、
バ
ラ
マ
ク
た
め
の
カ

ネ
は
あ
る
。 

バ
ラ
マ
ク
余
裕
が
あ
る
の
な
ら
、
初
め

か
ら
税
金
を
取
る
な
、
若
し
く
は
、
既
存
の
税
金
を
安

く
す
る
、
と
い
う
政
策
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 

  

選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
改
正

案
が
提
案
さ
れ
た
。 

一
枚
当
た
り
の
限
度
額
は
、 

◆
改
正
前 

➡ 

７
，
１
２
９
円
。 

 

◆
改
正
後 

➡ 

７
，
１
７
５
円
。 
 

ポ
ス
タ
ー
の
原
資
は
、
町
民
が
納
め
た
税
金
だ
。 

し
か
し
、
こ
の
改
正
案
は
、
限
度
額
あ
り
き
の
請
求 

が
可
能
に
な
る
制
度
を
町
が
認
め
た
こ
と
に
な
る
。 

 

今
年
４
月
に
あ
っ
た
粕
屋
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

立
候
補
者
間
で
一
枚
当
た
り
１
千
円
台
の
者
、
限
度
額

い
っ
ぱ
い
の
者
、
が
あ
っ
た
と
聞
く
。 

立
候
補
者
間

で
６
倍
の
開
き
が
あ
る
制
度
を
可
笑
し
い
と
思
わ
な

い
の
だ
ろ
う
か
？ 

価
格
の
均
衡
化
が
必
要
だ
ろ
う
。 

   

 

二
つ
の
工
事
（
小
学
校
・
中
学
校
）
の
応
札
日
は
、

同
じ
日
。 

そ
の
二
つ
の
指
名
は
、同
じ
業
者
、７
社
。 

◆
１
件
目 

➡ 

落
札
率
９
９
．
５
２
％ 

（
落
札
し
た
業
者
以
外
の
６
社
は
、
事
前
公
表
の
予
定

価
格
で
応
札
し
た
） 

◆
２
件
目 

➡ 

落
札
率
９
８
．
９
５
％ 

（
１
件
目
で
落
札
し
た
１
社
は
、
事
前
公
表
の
予
定
価

格
で
応
札
し
た
） 

 

こ
の
工
事
を
発
注
し
た
町
は
、
同
じ
日
の
入
札
に
お

い
て
、
何
故
、
同
じ
業
者
の
み
を
指
名
し
た
の
か
？ 

 
 

納
税
者
で
あ
る
町
民
か
ら
談
合
等
の
疑
義
を
受
け

な
い
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
の
か
？ 

 

指
名
の
チ
ャ
ン
ス
を
特
定
の
業
者
だ
け
で
な
く
、
他

業
者
に
広
げ
る
べ
き
で
は
。 

公
平
性
と
透
明
性
が
欠

け
る
指
名
競
争
入
札
は
、
見
直
す
べ
き
。 

受
注
す
る

意
思
が
な
い
と
予
見
さ
れ
る
予
定
価
格
で
の
応
札
は
、

問
題
だ
。 

予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
事
後
公
表
に
。 

 
   

 
 

        

   

賃
金
の
上
昇
以
上
に
物
価
が
上
昇
し
て
お
り
、
住
民

の
可
処
分
所
得
、
つ
ま
り
賃
金
か
ら
税
金
や
社
会
保
障

費
を
除
い
た
自
由
に
使
え
る
お
金
が
減
少
し
て
い
る
。 

 

国
民
負
担
率
は
約
５
０
％
に
な
り
、
住
民
は
、
支
出

の
中
で
社
会
保
障
費
に
対
す
る
負
担
感
を
実
感
し
て

い
る
。 

現
行
の
社
会
保
障
制
度
を
見
直
し
す
る
こ
と

な
く
、
会
計
が
赤
字
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
収
入
の
多

い
人
か
ら
取
る
と
い
う
手
法
は
、
ダ
メ
だ
。 

健
康
に

気
を
配
り
（
適
度
な
運
動
・
食
生
活
）、
病
院
に
掛
か

ら
な
い
人
か
ら
税
を
取
る
の
は
、
間
違
っ
て
い
る
。 

 
 
 

           

福
永
の
政
治
信
条 

㈠

個
人
・
組
織
・
団
体
・
企
業
か
ら
献
金
を
受
け
な
い 

㈡

６
０
歳
を
過
ぎ
た
ら
選
挙
に
出
な
い
（
政
治
家
の
定
年
を
一
般
社
会
と
並
行
す
る
） 

㈢

議
会
発
言
は
、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
に
町
民
に
開
示
し
て
い
く
（
隠
し
事
ナ
シ
） 

㈣

脱
権
威
主
義
、
脱
前
例
主
義
、
脱
事
な
か
れ
主
義
、
脱
既
得
権
益 

福
永
の
選
挙
に
対
す
る
考
え
方 

㈠

後
援
会
は
、
作
ら
な
い
（
名
簿
ナ
シ
、
電
話
作
戦
ナ
シ
、
応
援
の
強
制
・
強
要
ナ
シ
） 

㈡

選
挙
カ
ー
と
選
挙
事
務
所
は
、
持
た
な
い 

㈢

基
本
的
に
完
全
一
人
選
挙
、
ま
た
、
選
挙
費
用
１
０
万
円
以
内
（
全
額
自
己
資
金
） 

㈣

名
前
の
連
呼
し
な
い
（
拡
声
器
で
音
の
公
害
を
街
中
に
投
下
し
な
い
） 

㈤

公
費
負
担
の
あ
る
選
挙
ハ
ガ
キ
を
使
用
し
な
い 

㈥

街
中
に
選
挙
看
板
を
一
枚
も
使
わ
な
い
（
自
分
の
宣
伝
を
し
な
い
） 

 

議
会
で
反
対
し
た
、
主
な
議
案 

１ 
物
価
高
対
策 

２ 

選
挙
ポ
ス
タ
ー
公
費
負
担 

３ 

指
名
競
争
入
札
制
度 

４ 

国
民
健
康
保
険
税 

３ 

二
つ
の
工
事
に
、
同
じ
指
名
業
者 

 

違
う
業
者
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
べ
き 

１ 

一
部
の
層
に
恩
恵
の
あ
る
バ
ラ
マ
キ 

税
金
が
公
平
に
使
わ
れ
て
い
な
い 

２ 

一
枚
当
た
り
、
７
千
円
の
ポ
ス
タ
ー
代 

市
場
価
格
と
か
け
離
れ
て
い
る 

４ 

税
金
を
、
取
れ
る
所
か
ら
取
る 

国
民
健
康
保
険
会
計
は
、
破
綻
し
て
い
る 


